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取締役 副社長執行役員 小林 英幸
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2026年10月29日
サンデン株式会社

再建の成果を、持続的な成長と企業価値向上へ

01 積み重ねてきた実績

80年以上の歴史と、
世界に広がる事業基盤

幅広い顧客基盤と製品群を

築き、 世界のモビリティを

支えてきました

次の成長に向けた
取り組み

培ってきた技術を、
次の成長へ

電動化、熱マネジメント、モノ

づくりの進化を通じ、 新たな

価値の創造に取り組んでいます

03 成果として表れ
始めた成長

業績改善を、
持続的な成長へ

着実に表れ始めた成果を

足掛かりに、 中期経営計画

の達成を目指します

本日お伝えしたい3つのポイント

02
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2026年10月29日
サンデン株式会社

設立 本社：群馬県伊勢崎市

創業者：牛久保 海平1943年

会社概要

従業員数 4,971名
正規雇用社員のみ

2025年12月末時点

資本金 218億円 グループ会社

事業内容 ・自動車空調システム ・自動車用コンプレッサー

自動車機器事業

1,909億円 決算期間：1月~12月

2025年12月期

売上高

世界22ヵ国・地域51拠点

シェア

自動車用コンプレッサーマーケットシェア

世界 第2位

徐 湛 /Xu Zhan代表者

代表取締役 社長執行役員
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2026年10月29日
サンデン株式会社

項目 内容

上場市場 東京証券取引所 スタンダード市場

証券コード 6444

上場年 1962年 東京証券取引所 第2部上場
1973年 東京証券取引所 第1部上場
2023年 東京証券取引所プライム市場
            からスタンダード市場へ変更

株式情報

大株主株主名 持株数 持株比率

1 海信日本オートモーティブエアコンシステムズ合同会社 80,387千株 71.26%

2 BBH (LUX) FOR FIDELITY FUNDS PACIFIC FUND（常任代理人 三菱UFJ銀行） 3,096千株 2.74%

3 方 永義 2,005千株 1.78%

4 サンデン取引先持株会 1,821千株 1.61%

5 李 秀礼 1,327千株 1.18%

6 INTERACTIVE BROKERS LLC（常任代理人 インタラクティブ・ブローカーズ証券） 1,197千株 1.06%

7 CACEIS BANK FRANCE / CREDIT AGRICOLE SA（常任代理人 三菱UFJ銀行） 1,003千株 0.89%

2026年6月30日現在

項目 内容

発行可能株式総数 113,450,000株

発行済株式総数 111,840,843株

株主数 10,607名

単元株式数 100株
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2026年10月29日
サンデン株式会社

中期経営計画・年度実行計画

創業の精神 (Founding Spirit)

社是 (Management Principles)

企業理念・憲章 (Corporate Philosophy)

ビジョン (Vision)

ミッション (Mission)

コーポレート
スローガン

クルマと地球の
快適解を導く

STQM=Sanden Total Quality Management

STQM SANDEN Way
サンデン独自の信念・価値観・手法

企業理念体系
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サンデンの歴史 2026年10月29日
サンデン株式会社

2012
●サンデン・リージョナルオフィス

韓国設立
●サンデン・ビーカス・プレシジョンパーツ
（インド）設立
●サンデン・タイランド

ダイキャスト工場新設

20201940 1970 1980 1990 2000 2010

1969
●ミッチェル社へ初訪問

アメリカ
市場開拓

中国
市場開拓

1970
●ミッチェル社とカーエアコン用
    コンプレッサーの技術提携

1974
●ミッチェル社から世界販売権を取得
●三共インターナショナル設立
●三共インターナショナルシンガポール
事務所開設

●三共インターナショナル(U.S.A)設立

1978
●サンデン・インターナショナル

(オーストラリア)設立
●サンデン・エアコンディショニング
（マレーシア）設立

1979
●サンデン・インターナショナル

(マレーシア)設立

1980
●三共インターナショナル台湾開設
●三共インターナショナル(英国)改称
●三共インターナショナル(U.S.A)

工場設立

1981
●台湾群馬冷気股有限公司設立

1982
●サンデン・ビーカス（インド）設立
●三共インターナショナル
  (シンガポール) に工場設立

1984
●サンデン・メキシカーナ合弁設立

1988
●サンデンインドネシア設立
●サンパック・エンジニアリング・
インダストリーズ（パキスタン）設立

●米自販機メーカーベンド―社買収

●サンデン・レフレジレーション
タイランド設立

1989
●サンデン・インターナショナル
(U.S.A) 第２工場稼働

アジア
市場開拓

1990
●ソンサム・インタークール（タイ）

資本参加

1992
●サンデン・テコ (タイ）設立

1995
●サンデン・マニュファクチャリング・

ヨーロッパ（フランス）設立

ヨーロッパ
市場開拓

●サンデン・インターナショナル・
フィリピン設立

2000
●上海三電汽車空調有限公司設立
●天津三電汽車空調有限公司設立

●ドイツテクニカルセンター
(ドイツ）開設

2004
●サンデン・マニュファクチャリング・
    ポーランド設立

2005
●天津三電汽車空調有限公司

工場新設

2006
●上海三電冷機公司設立

2008
●蘇州三電精密零件有限公司

設立

2010
●重慶三電汽車空調有限公司設立
●上海三電環保冷熱系統有限公司

設立

2013
●サンデン・マニュファクチャリング・

メキシコ設立
●サンデン・マニュファクチャリング・

ポーランド 第２工場新設

2016
●サンデン・マニュファクチャリング・
ポーランド コンプレッサーライン増設

2017
●天津三電汽車空調有限公司設立
環境試験棟建設

2018
●華域三電汽車空調有限公司

新工場設立

2021
●Hisenseグループと株式引受
契約を締結

2022
●社名を
サンデン株式会社に変更

2023
●創立80周年
●Sanden 

International(USA)
電動コンプレッサー生産開始

電動コンプレッサー生産ライン
日本、中国、欧州、北米の

4極生産体制を確立

カーエアコン
市場へ参入

1943
●三共電器創立

新生サンデン
スタート

電動化
ビジネス参入

1億台達成
3億台達成

2023

2億台達成
2001

2011

2016

コンプレッサー
グローバル
累計生産台数
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2026年10月29日
サンデン株式会社

サンデングループのグローバル展開

欧州

快適なモビリティの
先端ニーズに対応

日本

先端技術で世界の
モノづくりを支える

アジア

地域に根差し多様
なニーズにこたえる

インド

成長市場とモビリティ
の未来を支える

中国

世界最大の自動車
市場で事業を拡大

米州

地域に根差した
供給を支える
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サンデングループのお客様 2026年10月29日
サンデン株式会社

世界の自動車メーカー、建設機器メーカーに選ばれるTier1サプライヤー

GLOBAL REACH

独立系サプライヤーとして、地域・ブランド・車種を越えて価値を届けるグローバル企業
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ヒートポンプ
システム

コンデンサー インタークーラーHVACユニット エバポレーター 水加熱ヒーター（ECH）

『車内を快適な温度に保つために必要な“エアコン”の部品』
⇒ 乗る人が暑すぎず寒すぎず、快適に過ごせるようにする装置です。

空調用配管

製品紹介

自動車空調システム

2026年10月29日
サンデン株式会社

HVACユニット 水加熱ヒーター（ECH）
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斜板式可変容量タイプ 揺動板式可変容量タイプ

『車のエアコンを動かす“心臓部”となる部品』
⇒空気を冷やすために必要な圧力を作り出す、エアコンの中核部品です。

製品紹介

揺動板式固定容量タイプ スクロール式固定容量タイプ CO₂コンプレッサー 電動コンプレッサー

自動車用コンプレッサー

1971年 1981年 2017年

※世界初は当社公表資料に基づく。

2026年10月29日
サンデン株式会社

機械式コンプレッサー（MC：Mechanical Compressor） 電動コンプレッサー（EC：Electric Compressor）
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製品紹介

電動化による大きな変化

2026年10月29日
サンデン株式会社
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サンデンの歩み

危機を乗り越え、
次の成長へ

コロナ禍とADRを経て、強みを磨き直した5年間。

再建から、持続的な成長を実現するステージへ。

NEXT

2008年

リーマンショック
2020年

コロナ禍・ADR申請

2021年

ADR手続き成立

2022 -2025年

事業基盤の再構築

2026年

成長への転換点

・中国市場へのアクセス

・競争力向上

技術開発力

調達力

製造・品質力

財務健全化

合理化

人財・AI・DX

電動化 × 熱マネジメントの
成長曲線へ

2026年10月29日
サンデン株式会社
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サンデンの強みを生かす成長へ

独立系としての幅広いOEMへのリーチとグローバルな事業展開1

2

3

4

5

中国・インド等、成長市場での強力なパートナーの存在

成長領域であるEVの付加価値向上を支える要素技術を保有

6 先行開発等、技術開発の確固たる基盤（差別化を実現する技術開発基盤）

クルマと地球の快適解を導く

カーエアコン用コンプレッサー市場における確固たる地位

コンプレッサーの競争優位性を裏付ける技術を蓄積

グローバル供給力

成長市場のパートナー

グローバル開発基盤

統合熱マネジメント

確固たる市場ポジション

技術・特許競争力

既存の強みを「収益力」と「成長力」へ 電動化・統合熱マネジメント × 成長市場 × グローバル顧客基盤

2026年10月29日
サンデン株式会社
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２．会社紹介動画

サンデン株式会社
WEBセミナー

2026年10月29日
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３．製品・開発、モノづくり

サンデン株式会社
WEBセミナー

R＆Dセンター センター長 大淵 聡

サンデン株式会社

2026年10月29日
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大型トラック向けIPC

機械式コンプレッサー（MC)

CO₂コンプレッサー
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米州日本 中国 欧州 アジア

4億台

690万台 1,800万台 440万台 910万台

電動
コンプレッサー

機械式
コンプレッサー

熱交換器HVAC

サンデンのモノづくりの現在
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環境変化と将来のニーズ 電動化・知能化で、モノづくりも進化する

自動車産業の環境変化1

サンデンに求められるニーズ2 サンデンの対応3 製造現場へのインパクト4
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サンデンの目指す製造の姿
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グローバル生産体制と今後の展開
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４．決算・財務

サンデン株式会社
WEBセミナー

経営財務管理本部 本部長 高橋 純也

サンデン株式会社

2026年10月29日



© 2026 SANDEN CORPORATION

1,793

2023年

1,838

▲110

2024年 2025年

[単位:億円] [単位:億円] [単位:億円]

[単位:億円］

1,909

▲15 ▲2

18

2023年 2024年 2025年 2023年 2024年 2025年

[単位:億円]

▲34

▲8

3

2023年 2024年 2025年

71

112

2023年 2024年 2025年

▲21

売上高 営業利益 経常利益

親会社株主に帰属する当期純利益 EBITDA

2026年10月29日
サンデン株式会社

▲64
▲84

2023年～2025年の主要KPI
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2025年度
2025年１月～6月

2026年度
2026年１月～6月

対前年

差異 増減率

売上高 937 億円 1,085 億円 148 億円 15.8%

自動車機器 932 億円 1,080 億円 148 億円 15.9%

その他 5 億円 5 億円 0億円
（四捨五入前は減少）

-0.5%

営業利益 ▲15 億円 ▲0 億円
（▲21百万円）

15 億円 -

持分法投資利益 25 億円 27 億円 2 億円 8.2%

為替 ▲11 億円 2 億円 12 億円 -

経常利益 ▲6 億円 17 億円 23 億円 -

親会社株主に帰属する 中間純利益 ▲33 億円 13 億円 46 億円 -

EBITDA 37 億円 69 億円 32 億円 86.9%

為替
US＄ 153円 158円 5円

EUR 162円 185円 23円

*実績値は千万円単位を四捨五入

※持分法投資利益：主に当社の持分法適用関連会社である華域三電汽車空調有限公司に係るもの。

*為替レート：市場平均レート

連結決算概要 2026年10月29日
サンデン株式会社
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[単位：億円] 前年同期比 増減率（ ）

前年同期比 増減金額

前年同期比 為替影響額

売上高 1,080億円 前年比+148億円(前年比+15.9％)

0

50

100

150

200

250

300

350

400

エリア別の構成比率

0

50

100

150

200

250

300

350

400

330

387

2025年
1月~6月

2026年
1月~6月

194

249

2025年
1月~6月

2026年
1月~6月

0

50

100

150

200

250

300

350

400

0

50

100

150

200

250

300

350

400

+465

163
138

2025年
1月~6月

2026年
1月~6月

(+17.2%)

0

50

100

150

200

250

300

350

400

204 211

2025年
1月~6月

2026年
1月~6月

欧州エリア アジアエリア 中国エリア 日本エリア米州エリア

(+3.4%)

(+28.4%)

+55

(+18.1%)

+25

69

(+6.2%)

2025年
1月~6月

2026年
1月~6月

米州エリア

中国エリア

アジアエリア

日本エリア

欧州エリア

機械式コンプレッサー需要増加 小型車の需要減
為替良化により増収

インドメーカー向け販売増加 新興EV車向け販売増加 建機向け販売増加

+7

+57

+47

+5 

+22 
+10 

+0 

(前年同期比）

36％(-3%)

23％(+2%)

20％(-2%)

15%(0%)

6％(+1%)

【内、為替影響を除く増収:+64億円（為替影響:+84億円）】

自動車機器事業 売上高（エリア別） 2026年10月29日
サンデン株式会社
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前年 当年 差異

売 上 高 937億円 1,085億円 +148億円

EBITDA 37億円 69億円 +32億円

2025年1月～6月 ⇒2026年1月～6月

改善要因
⚫ 体質強化施策の効果もあり、合理化による改善が進展

⇒ EBITDAは大幅改善
悪化要因
⚫ 中国を中心とした販売価格値下げ要求
⚫ 中東紛争、米国関税政策、原材料影響による高収益製品販売減

為替効果に加え、価格・原材料・構成悪化を合理化による構造改革、原価低減等により吸収

[単位：億円]

改善要因

悪化要因

実績

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

37

+18

▲11

▲6
+2

+33

+2
+10

2025年
1月~6月

製品構成 合理化持分法価格 物流費その他原価
低減

為替 2026年
1月~6月

実績 実績

一過性
品質費用

▲8

+1

69

改善+33悪化▲26

▲9

原材料

EBITDA 前年差異分析 2026年10月29日
サンデン株式会社
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184 281 324

440
378 374

759 777 773

382
420 430

757 818 816

95
85 151

337 335
365

409
438

391

167
181 179

*CCC＝キャッシュ・コンバージョン・サイクル。仕入れから販売・代金回収を経て現金化するまでに要する日数を示す指標。 

現預金

売上債権

棚卸資産

その他

固定資産

仕入債務

借入金

その他

純資産

1,764
1,902

1,764

（594）
(Net Debt)

1,856

（10.4％）

（596）

1,902
1,856

（15.2％） （17.1％）

（592）

総 資 産

（80日）

（62日）

（68日）

（83日）

（76日）

（73日）

（85日）

（75日）

（68日）

前期末比：利益改善により純資産は1.9％向上、CCCもファクタリング等の活用により改善（58日⇒50日）
前年比：運転資金を38億円圧縮 借入比率も40.7％まで低減

[単位：億円]

2025年6月 2025年12月 2026年6月 2025年6月 2025年12月 2026年6月

（自己資本311）
（16.3％）

（自己資本174）
（9.9％）

（自己資本267）
（14.4％）

純資産比率：17.1％へ改善 借入比率：40.7％まで低減

今後の方針：有利子負債を削減し、財務健全性と信用力の向上を図る

[単位：億円]

*個別科目は四捨五入しているため、合計と一致しないことがあります。*売上債権はイラン債権を除く

負 債・純 資 産

連結貸借対照表 2026年10月29日
サンデン株式会社
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2026年10月29日
サンデン株式会社

運転資金 +49

2024年
1月~6月

2025年
1月~6月

2026年
1月~6月

営業キャッシュフロー 投資キャッシュフロー 財務キャッシュフロー

税金等調整前純利益 +50

減価償却費 ＋7

定期預金取崩し ▲20 長短借入金 ▲97

2024年
1月~6月

2025年
1月~6月

2026年
1月~6月

2024年
1月~6月

2025年
1月~6月

2026年
1月~6月

61

▲38 ▲39
▲48▲46

▲23 ▲23

6

71
[単位：億円] [単位：億円] [単位：億円]

構造改革引当金等 ▲6

設備投資 +13

短期有価証券取得 ▲18

◆前年差
主要内訳

営業キャッシュフロー：100億円改善し61億円、フリーキャッシュフロー：13億円の黒字転換

連結キャッシュフロー計算書

フリーキャッシュフロー：+13億円 （営業キャッシュフロー +  投資キャッシュフロー）
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2026年10月29日
サンデン株式会社

2028年経営目標 売上高 3,000億円 経常利益 90億円(3%)

1. 【欧州】欧州グローバルOEMへのNEV
関連製品販売強化による市場シェア
拡大

【開発・製品】独立系の強みを生かしマルチクライアントに対応
プラットフォーム化による顧客ニーズへの柔軟性の実現
セミオーダーメイド商品開発

4.

【中国】ハイセンスとのシナジーを最大活
用した中国の熱マネ市場の急成長の取
り込み

2.

【SCM・サステナブル】グローバル生産レイアウト・サプライ
チェーンの最適化およびサステナビリティ対応の実現

5.

【米州】米州におけるNEV向け製品の
加速的拡大

3.

6. 【人財・デジタル化】
人財開発の強化および
組織運営の効率化

エリア
戦略

戦略
テーマ

基盤
強化

投資

CAGR
+68%市場規模

2028年

2,000億円 5,000億円

500億円

6,600億円
米州NEV向け
製品売上

対応
モデル数

システム
（HVAC/ITMS）
生産拠点

3極（現在）
• 中国
• 日本
• アジア

1億円

人財開発・育成・評価 プロジェクト管理

⚫ 研究開発への投資
⚫ 情報技術への投資

⚫ 重要な人財の獲得
⚫ 人財の維持・抜擢・育成
⚫ システム的な管理職育成
⚫ インセンティブ制度の最適化

⚫ CFT（クロスファンクショナルチーム）の組成と
プロジェクトへの投入

⚫ プロジェクト進捗・採算性のシステム的管理

400億円

2023年

111

5極へ拡大
• 中国
• 欧州
• 米州

• 日本（増強）
• アジア

8%
16%

2028年2023年

165

2023年 2028年

市場規模

2028年2023年

中期経営計画 SHIFT2028
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2026年10月29日
サンデン株式会社

中期計画 実績

主要中期指標の進捗状況
上半期実績2026年度 中期計画年間目標に対する上半期進捗率

1,800 1,900 

2,200 

2,600 

3,000 

1,838 1,909 

1,085 

2026年上半期実績（1月～6月）  

中期計画比 49％
売上高

2024年 2025年 2026年 2027年 2028年

[億円]

41

80

123

181

71

112

69

2026年上半期実績 （1月～6月） 

中期計画比 56％
EBITDA

242
[億円][億円]

▲28

2 

20 

54 

▲2

18 17 

2026年上半期実績 （1月～6月） 

中期計画比 85％
経常利益

90

2026年上半期実績（1月～6月）  

中期計画比 +23億円
営業利益

▲68

▲38
▲23

8 

▲64

▲15
-0 

42
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サンデンの強みを成長の成果へつなげ、中期経営計画「SHIFT2028」の達成を目指します。

2026年10月29日
サンデン株式会社

01 積み重ねてきた実績

80年以上の歴史と、
世界に広がる事業基盤

幅広い顧客基盤と製品群を築き、 

世界のモビリティを支えてきました

次の成長に向けた取り組み

培ってきた技術を、
次の成長へ

電動化、熱マネジメント、モノづくりの

進化を通じ、 新たな価値の創造に

取り組んでいます

03 成果として表れ始めた成長

業績改善を、
持続的な成長へ

着実に表れ始めた成果を足掛かり

に、 中期経営計画の達成を目指し

ます

サンデンは、世界のクルマの快適さを支え、電動化とともに成長する

02
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ディスクレイマー

本資料は、当社の経営方針、事業計画および財務状況等をご理解いただくことを目的としたものであり、当社株式の購入、売却その他の投資を
勧誘するものではありません。
本資料に記載された予測および将来見通しは、本資料の公表日現在において入手可能な情報ならびに一定の前提および予測に基づいています。
実際の業績等は、経済情勢、市場環境、為替変動その他のさまざまなリスクおよび不確定要因により、記載内容と大きく異なる可能性があります。
当社は、本資料に掲載された情報の利用により生じたいかなる損害についても、一切の責任を負いません。また、将来見通しに関する記述を更新
または修正する義務を負うものではありません。

本件に対するご質問・お問い合わせは
Mail :sdhd.prcsr.jp@g-sanden.comまでお願いいたします。

クルマと地球の快適解を導く

2026年10月29日
サンデン株式会社



サンデン公式HP・SNSのご案内

サンデン公式HP
企業情報や最新ニュースをご覧いただけます

QRコードからアクセスできます

サンデン公式X
サンデンの最新情報を配信しています
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